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論 文 内 容 の 要 旨 

 

 

心筋梗塞患者は，危険因子の改善と心不全・再発を予防するために，定期的な受診をしながら内

服治療をし，療養の知識を学び日常生活での自己管理を継続する。これまでの研究において自己管

理行動を規定する主な要因は，患者の要因として積極的に自己管理することへの肯定的態度や，家

族や医療者の支援などが見出されている。しかし，周りの人々からの支援の要因には，医療者の視

点で，患者が医師や看護師へ質問しやすい支援などが含まれていない。医療者が指導した療養の知

識が，自宅での患者の自己管理行動につながっていないことや，患者が自ら実行しないなどの問題

がある。病気や治療について専門的な知識をいくら与えても，患者が自ら実行しなければ再発予防

につながらない。患者の自己管理についての学習や実行における研究で見落とされてきた重要な要

因は，患者の自己調整学習（Self-regulated learning）の能力やメタ認知能力である。要因との関

係性は，まだ詳細になっていない。 

本研究は，①心筋梗塞患者が自己調整学習（自己教育力）を発揮することは，自己管理行動（食

事や運動）を促すか。②患者の前向きな病気と共に生きる姿勢が，自己調整学習としての自己教育

力を高めて，自己管理行動を促進するか。つまり，自己調整学習やメタ認知能力（自己教育力）が，

他の要因を媒介して，自己管理行動を促進する関係にあるかを実証的かつ定量的に検証することを

目的とする。本研究では，心筋梗塞患者（101 名）を対象として，質問紙調査法を行った。研究第

Ⅰ部では，病気と共に生きる姿勢を測定する尺度，自己管理における患者の自己教育力を測定する

尺度，自己管理行動尺度，療養の知識（認知）尺度，医療者へ質問することを含む支援体制尺度を

作成した。患者が医療者を含む周囲の人々に積極的に働きかけて支援体制を強化し，自己管理を継

続していく原動力のひとつとして考えられるのが，「病気と共に生きる姿勢」である。「病気と共に

生きる姿勢」の要因の中には，日常生活の中で人の役に立つこと，迷惑をかけずに生きること，感

謝の気持ちを持つこと（生きていることの感謝）と，生活の中で病気の治療や健康を優先する考え

を持つこと（健康優先）を含んでいる。こうした姿勢が病気に対するアドバイスを素直に受け入れ，

病気への意識を深める態度につながる。医療者に質問し，家族の協力を積極的に求めるなど支援体

制の強化につながり，自己教育力を高めて自己管理行動を促進させることが期待される。  

研究第Ⅱ部では，「病気と共に生きる姿勢」，「自己教育力」，「自己管理行動」，「療養の知識」，「支

援体制」の要因間の因果関係についてパス解析を用いて明らかにした。その結果，「自己教育力」に

大きく影響している経路は，「病気と共に生きる姿勢」の直接的なパスおよび「病気と共に生きる姿

勢」から「支援体制」を経由する 2 つのパスが見出された。「病気と共に生きる姿勢」は「自己教

育力」を高め，そのことが「自己管理行動」を促進すること，「病気と共に生きる姿勢」は医療者や

家族等の「支援体制」を高めること，「療養の知識」の獲得においても，「病気と共に生きる姿勢」



が強く影響していることの３点がわかった。自己調整学習（自己教育力）は，媒介要因として自己

管理行動を促進する関係にある。心筋梗塞患者が病気と共に生きる前向きな姿勢を持つことは，危

険因子の改善と心不全・再発を予防する自己管理行動を促進することが明らかとなった。 

以上の研究結果の応用として，医療者は，患者が学習意欲をもってセルフモニタリングをするな

ど，療養の学習過程に能動的に関与できるようにすることが重要である。その方法としては，①患

者が達成できたことの一つ一つに対して，その努力を認め，褒める，②回復のステップごとを共に

喜び，③各スモールステップで自己効力感を高める，という関わり方が，患者の自己管理の継続に

つながる。また，④日常生活における注意事項が多いので，患者がこれらの注意事項を日常の活動

の中にできるだけ組み込み，習慣化できるように一緒に工夫する。心筋梗塞患者は，医療者から

病態や治療，日常生活での注意事項など多くの知識を受け，病気によって日常に起こる心配や

悩みを医療者に相談しながら，情緒的安定を得ることによって自己管理が継続できるものとな

るだろう。したがって，患者が気軽に聞けるように，対人スキルを医師や看護師は高める必要

がある。 

自己調整学習の概念を用いて，それを患者の「自己教育力」として 1 つの要因として取り上

げ，臨床現場での初めての調査研究である。本研究結果がきっかけとなって医療現場において，

自己調整学習の概念を導入した患者の自己管理について研究および自己管理の指導の実践が

今後進み，患者の自己管理行動が促進していくことが望ましい。また，本研究結果が，自己管

理の共通する部分において，糖尿病患者など慢性疾患患者に応用できることなどを検討していく必

要がある。 


